
2050年の未来予想図を描く

一人一人が、望む未来を伝え合う
2020年1月28日、林野庁「森林×SDGsプロジェクト」
では、若杉浩一さん（日本全国スギダラケ倶楽部、武
蔵野美術大学造形構想学部教授）、井口博美さん（同
教授）とパワープレイス株式会社の皆さんのご協力を
いただき、事前の募集で集まった方も含め、総勢50名
の参加者により、「2050年の未来予想図の制作に向け
たワークショップ」を開催しました。
テーマは「あなたが描く未来の暮らし方」。現在の
よいところ、変えていきたいところ、2050年に実現し
ているかもしれないことなど、様々な職業の大人が真
面目に話し合いました。

ワークショップのポイントは得意な人もそうでない
人も、絵を描くこと。発案者である若杉さんは、計画
段階で「線一本でも何かを描くには理由があるから、
とことん考えるんだよ。」と言っていました。
2050年の姿を思い描きながら、それに続く今と自分を
考える。描き留められていく絵に触発され、普段考えて
いることや誰かの受け売りだけでなく、潜在的に感じて
いたことにも話は及び、決められた時間ではとても議論
は終わらないほどの盛況ぶりでした。

「あなたが描く森と都市の姿」をテーマとして開か
れ、それぞれの未来予想図が完成するはずであった
ワークショップの２回目は、新型コロナウイルスの大
流行により中止となってしまいましたが、ペンと紙が
あれば誰もが取り組め、自分事として何かを考える、
この素晴らしいワークショップはきっと次につながっ
ていくと信じます。

コンセプトブックの表紙について
表紙の絵は、ワークショップで描いた絵をパワープ
レイス株式会社の森麻衣子さんが１枚の絵巻物のよう
に仕立ててくださいました。時に遠景を、時に細部を
眺めて、未来を想像していただければと思います。そ
れぞれの想いを１つの未来にするという難題を快く引
き受けていただいた森さんと、森さんを推薦された若
杉さんに心から感謝の意を表します。
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By 若杉 浩⼀さん

2020年1⽉28⽇ ワークショップの参加者とともに（武蔵野美術⼤学市ヶ⾕キャンパスにて）
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会いたい⼈のもとへ
空間だって時間だって
⾶び越えたい

⽂章執筆・デザイン・構成 林野庁「森林×SDGsプロジェクト」（第1版公表⽇：令和2年9⽉17⽇） ＊写真や記事の無断転載はご遠慮願います。

表紙イラスト 森⿇⾐⼦（パワープレイス株式会社）

薪ストーブの横で
お酒を飲むと、

たまらない

みんなで
畑を作って
⽊を伐って

ご近所づきあい
が楽しい

アメーバ的
つながり

THE ⽇本家屋に
住みたい

静けさは
宝物




